




○学校の概要
・和歌山県の北東部
・人口：約１万７０００人
・日本有数の柿の産地
・農村地帯
・世界遺産の里・万葉の里

かつらぎ町

丹生都比売神社

三谷坂（高野山参詣道）
妹背山（万葉集に15首）



○学校の概要

・町内に小学校５校
中学校２校

・校区は
高野山と紀の川の間

高野山

かつらぎ町

橋本市

有田川町

紀の川市

高野町

九度山町

紀美野町

岩出市

紀の川 笠田小

大谷小 妙寺小

梁瀬小

笠田中

妙寺中



○学校の概要

・平成２５年に５校が統合



○学校の概要

・児童数８５名
・各学年１学級
特別支援学級２学級

計８学級



◎４０数年前
学級崩壊→週刊誌報道

【教訓】

「地域の子は、学校・家庭・地域が協力して

育てなければ」

☆少年野球チームの誕生（健全育成を願って）

☆「ほしの会」の誕生（子どもの生活の安全を願って）

○学校の歴史



◎学校支援ボランティアの誕生
〈１７年前〉
・ふるさと先生クラブボランティア
・学校開放日の「昔遊び」ボランティア
・陶芸教室ボランティア

〈１４年前〉
・県下で初めての見守り隊結成

〈１３年前〉
・通学合宿ボランティア

〈６年前〉
・花植えボランティア
・野菜栽培指導ボランティア

○学校の歴史



◎５年前
いじめ事案が発生
・３年にわたり解決できず

親も子も苦しめることに
・第三者委員会の発足
・新聞掲載される

○学校の歴史



◎次年度から

・いじめ問題を教訓にして学校改革を

◎苦難の門出

・８月校長入院

・小学校勤務が初めての新任教頭が校長職兼務

○学校運営協議会の立ち上げ



◎かつらぎ町初のコミュニティ・スクール
・県教育委員会の計画

・教育長の思い

＊大きな困難を経験した学校だからこそ早く立ち上げを

＊たくさんの学校支援ボランティアがいてくれる

○学校運営協議会の立ち上げ



◎立ち上げる上で気をつけたこと
①学校評議員の方々を土台に考える
②学校支援ボランティアの方にも入っていただく
③各種団体の長を多く入れない

○学校運営協議会の立ち上げ



◎第１回学校運営協議会（６月２３日）
○渋田小学校がコミュニティ・スクールに



◎地域から学校へ（学校支援）
◆学校支援ボランティアの充実

学校からの要望

募集

今までのボランティアを含め約９０人に

○渋田小学校がコミュニティ・スクールに



◎地域から学校へ（学校支援）
◆直接指導に入ってくれるもの

・ふるさと先生クラブ

・陶芸指導

・合唱指導

・読み聞かせ

・野菜栽培指導

○渋田小学校がコミュニティ・スクールに



◎地域から学校へ（学校支援）
◆教師の支援に入るもの

・ミシン実習支援

・調理実習支援

・工作実習支援

○渋田小学校がコミュニティ・スクールに



◎地域から学校へ（学校支援）
◆環境整備

・花いっぱい運動

・運動場の除草

○渋田小学校がコミュニティ・スクールに



◎地域から学校へ（学校支援）
◆登下校の見守り活動

◆通学合宿の調理指導ともらい湯提供

◆学校開放日の昔遊びの指導

○渋田小学校がコミュニティ・スクールに



◎学校から地域へ（地域貢献）
◇交通安全啓発活動（警察の協力も）

◇お花届け便

◇保護者の方々と清掃活動（県クリーンアップ運動）

◇敬老会の演芸大会で合唱を披露

（台風で中止）

○渋田小学校がコミュニティ・スクールに



◎「コミスク便り」の配布
・校区内の全戸１０００戸に

○学校と地域・家庭をつなげるために



◎「コミュニティ・スクールの報告会」

○学校と地域・家庭をつなげるために



◎ホームページへの掲載
○学校と地域・家庭をつなげるために



◎学校運営協議会でのいじめの報告
○学校と地域・家庭をつなげるために



◎学校の変容
●より安全な登下校（見守り隊の工夫・安全マップの作成）

●管理職が引っ張るCSから全職員が役割を担うCSへ

●保護者の方からは「先生方と気軽に話し合える機会が増え、より身

近な学校になった。」

●学校の情報をどんどん発信する学校へ

★安全で効率的な授業（調理・ミシン・工作サポート）

★今までできなかった授業ができるようになった。

（工作の材料集めや工具の使い方指導をボランティアの方々に）

★ふるさと先生クラブ

○学校の変容・子どもの変容



○学校の変容・子どもの変容
◎子どもの変容
●今まで以上に挨拶がしっかりできるようになった。

●児童会活動を地域貢献にまで広げたことによって、活性化できた。

●感謝の気持ちを口に出して言える子ども達

●「最近、こんなすごい子らを見たことがない」との声

（食育推進事業関係のお年寄り８人が学校に来られたときの声）



●農村地帯では、ボランティアが集まりにくい。

●コーディネーターを作れていない。

●「どんな子ども達に育てたいか。」から、出発を…。

○昨年度の課題をふまえて



○渋田小学校のコミュニティ・スクール

を通して期待していること




